
 

－携帯電話などの利用に潜む危険から子どもたちを守るために－ 
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情報モラル向上研究会議 

 

 

提言１「ネット社会の実態に目を向けましょう」 

インターネットは大変便利なものです。しかし、子どもには不適切と思われる情報や犯罪の被害に巻き

込まれる危険もそこには存在しています。大人も子どもも、このようなネット社会の実態に目を向け、十

分に注意して活用しましょう。 

 

提言２「情報モラルについて学びましょう」 

現実の社会でモラルに反すると考えられることはインターネットの世界でも同様です。インターネット

の仕組みとルール・マナーを学ぶとともに、的確な判断ができるよう学習し、正しく安全に利用できるよ

うになりましょう。 

 

提言３「ルールを決めて利用しましょう」 

携帯電話やインターネットの利用について家庭でよく話し合い、利用方法や利用内容などのルールを決

めましょう。子どもたちはルールを守って利用しましょう。保護者は子どものインターネット利用状況を

把握し、保護者の責任のもとで利用させましょう。 

 

提言４「フィルタリングを利用しましょう」 

子どもに不適切と考えられる情報に触れさせないようにするとともに、子どもを犯罪の被害者や加害者

にしないためにも、携帯電話やパソコンにはフィルタリングを利用しましょう。インターネットに接続で

きるゲーム機はペアレンタルコントロール機能も設定しましょう。 

子どもたちはフィルタリングにより安全な環境でインターネットが利用できることを理解しましょう。 

 

提言５「相手を思いやる心を持ちましょう」 

メールや電子掲示板などを利用するときには、相手の気持ちを思いやりながら、文章を書きましょう。 

また、メールやネットだけに頼らず、人と直接会話することの素晴らしさも大切にし、「人を思いやる

心」、「命を大切にする心」を育てましょう。 

 

提言６「困ったとき、悩んだときは相談しましょう」 

普段から子どもたちとの会話を大切にし、いつでも気軽に相談できる環境をつくりましょう。 

困った時は、自分一人で悩まずに、いつでも家族や学校の先生などの大人に相談しましょう。ネットで

知り合った人に相談することは危険です。 

どうしても家族や先生に相談できない場合は、公的機関の電話相談などを利用しましょう。 

 

提言７「社会全体で取り組みましょう」 

子どもたちが、携帯電話やインターネットに接続できるゲーム機やパソコンなどを安全に利用するため

に、家庭・学校・地域・関係企業など社会全体で、できることから連携・協力して、子どもを守る取組み

や問題への対応をしましょう。 


